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その先にあるもの

校長 瀧山 聡美

金木犀の甘い香りが風に乗って運ばれてくる季節となりました。朝夕の空気もひんやりと感じ

られ、校庭の木々も少しずつ秋の装いを始めています。先月の合唱祭では多くの皆様にご来場いた

だき、生徒たちへ温かい拍手を賜りましたことに心より感謝申し上げます。

さて、毎日のように校内を歩いていると、生徒たちの様々な表情に出会います。友だちと無邪気

に笑い合う姿に元気をもらうこともあれば、ふと見せる伏し目がちな横顔に胸が痛むこともありま

す。中学生は、心も体も大きく揺れ動く、とても繊細で大切な時期です。

そんな日々の中で、最近少し気にかかっている言葉があります。それは「気まずい」という言葉

です。ある日、担任と生徒の会話の中に、「教室にいるのがなんだか気まずくて」という言葉が聞

こえてきました。もともと「気まずい」とは、友だちとけんかをした翌朝のように、はっきりとし

た理由があって顔を合わせづらいときに使う言葉だったように思います。しかし、その会話の中で

使われていた「気まずい」は少し違っていて、決定的なトラブルがあったわけではないけれど、

「浮いてしまうのではないか」「周りからどう思われているのか分からない」といった不安を表し

ているようでした。

SNSなどで常に誰かとつながる今の子どもたちは、大人が想像する以上に周囲の空気に敏感で

す。そうした漠然とした不安や居心地の悪さを、「気まずい」という言葉で包み込み、傷つく前に

その場から距離を置こうとしているのかもしれません。大人でさえ複雑な感情をうまく言葉にでき

ないことがあるのですから、心の発達途中にある子どもたちなら、なおさらでしょう。「気まずい

から、その場から離れたい」。その言葉の奥には、「嫌われたくなくて怖い」「誰にも必要とされ

ていない気がして寂しい」といった、言葉にならないほど切実な思いが隠れているのかもしれませ

ん。誰もが納得してくれそうな「気まずい」という箱に、そのような感情を押し込めているように

も思えます。だからこそ私たち大人は、その「気まずさ」の先にあるものに寄り添いたいと思うの

です。「本当は寂しかったんだね」「不安だったんだね」と、一緒に感情の名前を探してあげるこ

とも大切でしょう。

とはいえ、保護者の皆様も毎日のお仕事や家事で忙しく、じっくり向き合う余裕がない日もあり

ます。そんな時には無理に聞き出そうとしたり、言葉にさせようと焦ったりする必要はありません。

今すぐ言葉にできなくても、「そうだったんだね」と否定せず受け止めたり、ただ隣に座り、温か

いお茶を飲みながら時間を共にしたりする。それだけでも、子どもは「自分を理解しようとしてく

れる大人がいる」と安心できるはずです。

人間関係に悩み、立ち止まることも、成長に欠かせない学びの過程です。その道のりを一人で歩

ませるのではなく、ご家庭や地域、そして私たち教職員が手を携え、温かいまなざしで支えていき

たいと思います。これから日が短くなり、秋の夜長を迎えます。朝晩の寒暖差も大きくなってまい

りました。皆様どうぞお身体を大切になさってください。
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